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41
























































































































































































































































































































































































緑 の お 目 目
リョヌィ・グラスキは親切で優しく，誰にも悪いことはしない人だった。
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1 本翻訳は，Иванов, Георгий  «Распад атома» // Георгий Иванов. Собрание сочинений в трех томах. Т.2. 















上記作品集の注（Комментарии, С. 443-447）のほか，Марков, Владимир Русские цитатные поэты // 
О свободе в поэзии. СПб.: Чернышева, 1994. С. 214-232，Notes, The Atom Explodes, Russian Émigré 
Short Stories from Bunin to Yanovsky, edited by Bryan Karetnyk, Penguin Classics, 2018, pp. 410-412，お
よ び Notes, Disintegration of the Atom, Ivanov, Georgy, Disintegration of the Atom, Petersburg Winters, 
translated from Russian, edited, annotated, and with an introduction by Jerome Katsell and Stanislav 
Shvabrin, Boston, Acadmic Studies Press, 2016, pp.225-247 が詳しい。これらに加え，翻訳者により明
らかになった出典も含め，注を付した。
2 ゲーテの『ファウスト』からの引用であるが，イワーノフは，同じ箇所を引用したメレシコフスキイ
のエッセイ「ゲーテ」（1913）も知っていた可能性が高いと指摘される。（Notes, Disintegration of 
the Atom, p.225.）
3 イワーノフが「ブロークとグミリョフ」のなかで引用しているブロークの「何も息をするものがなく
なり，詩人は死ぬ」（Иванов Г.  Блок и Гумилев // Возрождение. Тетрадь 6, 1949. С. 121）という
言葉と呼応する。
4 チャアダーエフの『哲学書簡』の影響が指摘される。（Комментарии, С.444.）
5 ドストエフスキイ『カラマーゾフの兄弟』第 2 部第 3 章におけるイワン・カラマーゾフの言葉より引用。
（Notes, The Atom Explodes, p. 411, Notes, Disintegration of the Atom, p. 226.）
6 ニコライ・ネクラーソフの詩「小さな棺」（«Гробок»）（1850）より引用。（Notes, Disintegration of 
the Atom, p. 226.）
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7 ラテン語の “Vae victis”「敗れたる者に災いを」（BC390 年頃にローマに勝利したガリア軍将軍が
言った言葉）を書き換えている。（Комментарии, С.445, Notes, The Atom Explodes, p. 411, Notes, 
Disintegration of the Atom, p. 243.）
8 ヨーゼフ・クリスティアン・フライヘル・フォン・ツェードリッツ（Joseph Christian Freiherr von 
Zedlitz）のバラード「幽霊船」（“Das Geisterschiff”）のレールモントフによる改作「飛行船（ツェー
ドリッツより）」（«Воздушный корабль （Из Цедлица） »）（1840）より引用。（Комментарии, С.445, 
Марков, С. 226, Notes, The Atom Explodes, p. 411, Notes, Disintegration of the Atom, p. 230-
233.）
9 ニコライ・グミリョフの詩「第六感」（«Шестое чувство»）（1921）より引用。
10 チュッチェフの詩「最後の恋」（«Последняя любовь»）（1852-54 頃）より引用。（Комментарии, 
С.445, Марков, С. 226, Notes, The Atom Explodes, p. 411, Notes, Disintegration of the Atom, p. 
233-234.）
11 死んだ少女のイメージは，アレクサンドル・イワノヴィチ・チニャコフからの引用の一つ。（Notes, 
Disintegration of the Atom, p. 234.）
12 「幸いだ」と繰り返される箇所は，キリストによる山上の垂訓（マタイ 5 章 3−11 節，ルカ 6 章 17-49
節）と呼応する。（Комментарии, С.445, Notes, Disintegration of the Atom, p. 234-235.）
13 ワシリイ・ジュコフスキイ訳のゲーテ『魔王』より引用。（Комментарии, С.445, Марков, С. 226, 








Disintegration of the Atom, p. 236.）
16 イワーノフの『第三のローマ』にも青いドレスが見られ，同一視する見解もあるが（Комментарии, 
С.445）， 『原子の分解』の青は синий なのに対し，『第三のローマ』では голубой が用いられている。
同じ синий のイメージが見られる，ブロークの「英雄的行為について，偉業について，栄光につい
て ……」（1908）の「青いマント」のパロディだという見解もある。（Ранчин А.  Экзистенциализм 
по-русски, или самоубийство Серебряного века: «Распад атома» Георгия Иванова // Нева. 
2009. №9. С. 194.）さらに，グミリョフの詩「あなたの青いドレスを見る ……」（«Гляжу на Ваше 
платье синее...» にも「青いドレス」というモチーフは現れており，多くの解釈の可能性がある。
17 プーシキンの詩より不正確な引用。（Комментарии, С.445, Марков, С. 226-227, Notes, The Atom 
Explodes, p. 411, Notes, Disintegration of the Atom, p. 23.）
18 原文は «дыр бу щыл убещур» で，アレクセイ・クルチョーヌィフのザーウミ（超意味言語）の詩よ
り不正確な引用。（Марков, С. 227, Notes, The Atom Explodes, p. 411, Notes, Disintegration of the 
Atom, p. 236.）
19 アレクセイ・コンスタンチノヴィチ・トルストイの詩「騒々しい舞踏会の中で，偶然に」（ «Средь 
шумного бала, случайно…»）（1851） の モ チ ー フ が 用 い ら れ て い る。（Комментарии, С.445, 
Марков, С. 227, Notes, Disintegration of the Atom, p. 236-237.）
20 オシプ・マンデリシタムの詩「自由の薄明かり」（«Сумерки свободы»）（1918）より引用。（Марков, С. 






とも呼応する。（Notes, Disintegration of the Atom, pp. 238-239.）
23 チュッチェフの詩「夢」（«Сны»）（1830）のモチーフ。（Марков, С. 227.）
24 ロシア語で「それは我々に関係ない」という文で用いられる「関係する」という動詞（касается）に，
「噛み付く」（кусается）という動詞を入れ替えている。
25 プーシキンの詩「きらびやかな町，貧しい町 ……」（ «Город пышный, город бедный…»）（1828）
より引用。（Комментарии, С.446, Марков, С. 227, Notes, Disintegration of the Atom, p. 239-240.）
26 アレクセイ・エイスネルの詩「秋がやってくる。茂みが黄色く色づく ……」（«Надвигается осень. 
Желтеют кусты…»）（1932）より引用。（Комментарии, С.446, Марков, С. 227, Notes, The Atom 
Explodes, p. 412, Notes, Disintegration of the Atom, p. 240-232.）
27 陳腐さを表す表現。チェーホフの『国語の教師』（«Учитель словесности»）（1894）で広まる。
（Марков, С. 227, Notes, Disintegration of the Atom, p. 242.）
28 タンプル塔はフランス革命の際，国王一家が幽閉された。ルビャンカにはソ連の秘密警察の本部があっ
た。（Notes, Disintegration of the Atom, p. 243.）
29 ゴーゴリの『外套』（1842）のモチーフ。
30 ピョートル・ヴェインベルグの詩「彼は九等文官だった ……」（«Он был титулярный советник…»）
（1859）より引用。（Комментарии, С.446, Марков, С. 227, Notes, The Atom Explodes, p. 412, Notes, 
Disintegration of the Atom, p. 243-244.）
31 将校の娘とのエピソードは，ゴーゴリの『狂人日記』（1834）より。（Комментарии, С.446.）
32 この段落でも，ゴーゴリの『外套』と『狂人日記』のモチーフが混ざっている。（Марков, С. 227, 
Notes, Disintegration of the Atom, p. 244-245.）
33 プーシキンの『青銅の騎士』（1833）より引用。（Комментарии, С.446, Марков, С. 228, Notes, 
Disintegration of the Atom, p. 245.）




36 イワーノフは，1955 年 7 月 29 日のロマン・グーリへの手紙の中で次のように書いている。「『原子』
は別の終わり方をするべきだった： 『ハイル ヒトラー，諸民族の父，偉大なるスターリン万歳，決
して決してイギリス人は奴隷にはならない！』と。止めしまって悔やんでいる。」（Иванов, Г. В.  
Избранные письма разных лет. М.; Берлин: «Директ-Медиа», 2016. С. 148.）
